
(31) 

【短 報】 1 小動物 I

犬の原発性免疫介在性溶血性貧血(plMHA)の予後

および治療内容に関する圃顧的調牡

山下 時明 山下 律子

真駒内どうぶつ病院(〒005-0012札幌市南区真駒内上町5-4-2)

要 約

犬の原発性免疫介在性溶血性貧血(plMHA)について、 当院のカルテから得られる情報を用いて回顧的調査

を行った。 全体の致命率は33.3%、 治療例に限定した致命率は23%であった。 溶血性黄疸の重症度が予後に影

響し、 総ビリルビン値8 mg/dl以上の重症例では致命率75%と特に予後が悪かった。 治療においては、 プレド

ニゾロンと併用する免疫抑制剤はシクロスポリンが最も治療成績が良く、 緊急治療としてヒト免疫グロブリン

静注療法は有効であると考えられた。
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はじめに

犬の原発性免疫介在性溶血性貧血(plMHA)は、 末

梢血における成熟赤血球が免疫学的破壊の標的となる血

液疾患である。 一般臨床医も比較的遭遇する血液疾患で

あるが、 その予後は悪く、 確立した治療プロトコ ールも

存在しない。 現在も疾患全体の予後に大きな改善は得ら

れていないとされるが、 致命率に関する成書での記述は

26~70%と幅が広く[l]、 母集団による結果の差も予測

される。 また、 治療内容による差も十分には分かってい

ない。そこで本調査では、一次診療施設におけるplMHA

の予後および治療内容を中心に調査を実施した。

方 法

調査方法：回顧的

謂査対象：当院で経験した犬のplMHA症例のうち、 初

発急性期の診断から携わった15例を調査対象とした。な

お、 かつて非再生性IMHAと呼ばれた類似疾患である

非再生性免疫介在性貧血(NRIMA)や赤芽球拐(PRCA)

は診断法や予後が異なる疾患であるため本調査からは除

外した。 また、plMHA症例においても慢性期の転院症

例や全身性エリテマトー デスなどの免疫疾患併発例につ

いても本調査からは除外した。

plMHAの診断：定法に従い、 溶血性貧血の診断と、 赤

血球の免疫介在性の破壊を示唆する所見の確認、すなわ

ち球状赤血球の有意な出現、赤血球の自己凝集、直接ク ー

ムス試験の 3項目のうち 1項目以上の陽性所見の検出

（ 直接ク ー ムス試験は感度特異性ともに低いため その他

の陽性所見を優先）、 併せて除外診断を行いplMHAと

判定した[lJ。15例すべての症例で溶血性貧血と球状赤

血球の有意な出現が検出され（図1)、 12例で赤血球の

自己凝集も検出された（図2)。 除外診断は、IMHA以

外の貧血の除外、 基礎疾患の除外（画像診断含む）、 生

活環境、 渡航歴、 薬剤投与の有無、 などを確認した。

結 果

発生傾向：pIMHA症例の犬種は純血種が多く（純血種

14例、 雑種 1 例） ミ
ノ ー ・ ス ー とトイ ・ プ ー ドルが各3

例ずつで多い傾向があり、その他の犬種は、ミニチュア ・

シュナウザーとポメラニアンが 2 例ずつ、 マルチー ズ、

ビ ーグル、 ウェルシュ ・ コー ギー 、 アメリカン ・ コッカ

ースパニエル、 雑種が各l例ずつであった。 初発年齢は
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